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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社 U-NEXT HOLDINGS 

 

[企業 ID]  9418 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2025 年 8 月期 第２四半期決算説明会 

 

[決算期]  2025 年度 第 2 四半期 

 

[日程]   2025 年 4 月 15 日 

 

[ページ数]  26 

  

[時間]   15:30 – 15:59 

（合計：29 分、登壇：22 分、質疑応答：7 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  2 名 

代表取締役社長 CEO  宇野 康秀（以下、宇野） 

執行役員 CFO   西本 翔 （以下、西本） 
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登壇 

 

司会：ただ今より、U-NEXT HOLDINGS、中間決算説明会を開催させていただきます。 

まず初めに、本日の登壇者をご紹介いたします。代表取締役社長 CEO、宇野康秀でございます。

執行役員 CFO、西本翔でございます。 

本日の流れでございますが、まず初めに、当社よりプレゼンテーションをさせていただき、その

後、質疑応答に入らせていただきます。 

それでは、ご説明に入らせていただきます。西本 CFO、お願いいたします。 

西本：投資家の皆様、お忙しい中、本日は当社の中間決算説明会にご参加いただき、誠にありがと

うございます。CFO の西本でございます。 

まず、私から今回の中間決算における数字周りのところを中心にご報告させていただければと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

 

まず、エグゼクティブサマリーでございます。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790      

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

3 
 

今回の中間決算に関しましては、連結ベースの売上高および各段階利益におきまして、上半期およ

び四半期、3 カ月間ベースの損益が過去最高業績を達成できております。 

セグメント別で申し上げますと、コンテンツ配信および店舗・施設ソリューションに関しまして

は、上半期 6 カ月間ベースでの過去最高業績を達成できています。通信・エネルギー事業に関しま

しては、クォーター、3 カ月間損益において過去最高の業績を達成できています。 

現在のマクロ環境です。こちらが当社の業績に与える影響の部分でございますけれども、まず、相

互関税に伴いまして、いわゆるアメリカの景気の動向に不透明感が出ている中で、円高傾向が進ん

でおります。当社に関しましては、コンテンツの調達の一部をドル建てで実施をしておりますの

で、この円高の進行に関しましては、業績に対しては直接的にポジティブな影響が出てまいりま

す。 

その一方で、仮にアメリカの景気が悪化してしまい、それにつられて日本の景気が悪化してしまっ

た場合、いわゆる日本のマクロ経済環境が悪くなってしまった場合においては、当社の飲食店さ

ん、施設さん、こういったところの設備投資ニーズが減退してしまうリスクはございますけれど

も、その影響は今のところは大きく顕在化していかないだろうと考えておりまして、総じて今のマ

クロ環境は当社に対してはポジティブかなと思っているんですけれども、不透明感が強い中で、業

績予想は期首のものを据え置きにさせていただいているという捉まえ方をしていただければなと思

っております。 
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続きまして、連結決算のサマリーでございます。予想対比でございます。 

売上高および各段階利益ともに 50%を上回って、好調な進捗となっております。 

EBITDA－CAPEX のみ進捗率が悪く見えておりますけれども、こちらは第 2 四半期のところでク

ロージングをさせていただきましたキャッシュレス関連の M&A による資金支出が主要因となって

おりますので、健全な成長投資の結果と捉えていただければなと思っております。 

 

続きまして、前年対比になります。 

こちらは売上高が 20%超、各段階利益が一桁後半の増収増益を達成できております。EBITDA－

CAPEX に関しましては、先ほど来申し上げました M&A および事業支出、商業ビルの取得の部分

であったり、後段、宇野より説明があります、新しいレジサービスの開発コスト、こういったとこ

ろの投資を行っている結果、YoY で EBITDA－CAPEX が減少しているという形になります。 
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続きまして、事業セグメント別のフォーキャスト対比になります。 

まず前提としましては、全ての事業セグメントにおいて対外公表はしていないんですけれども、こ

の通期の業績予想の上半期の予想値に関しましては上回って着地をできております。ですので、全

ての事業セグメントは順調に折り返し地点に来ていると。その中でも上回り幅が大きいのは、店

舗・施設ソリューションおよび金融・不動産・グローバルとなっております。 
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続きまして、前年対比です。 

こちらも総じて増収増益を達成できています。通信・エネルギーセグメントのみ、前年度の第 3 四

半期から発生している容量拠出金というコスト負担の影響で減益になっておりますけれども、この

減益幅に関しましても、上半期の段階では 1Q の時点よりもかなり縮小しているというところで、

ビハインドの部分を一定程度第 2 四半期で取り返しています。 

 

続きまして、連結の当期純利益です。 

こちらはご案内のとおり、営業利益が順調に増益できておりますので、それに連動する形で当期純

利益に関しましても、上半期 6 カ月、クォータリーの 3 カ月間損益において過去最高を更新できて

いる状況でございます。 
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続きまして、バランスシートの概要になります。 

こちらは前年末対比で有利子負債、先ほど申し上げた M&A や不動産の取得に連動させて借入を行

っておりますけれども、それ以上の利益の積み上がり、いわゆる株主資本の積み上がりがございま

すので、自己資本比率は、前年末から 1.4 ポイントほど増加いたしまして、37%超となっておりま

す。 
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キャッシュフローでございます。 

こちらは営業キャッシュフローに関しましては、法人税の負担が増加している兼ね合いで若干減少

となっております。 

投資キャッシュフローに関しましても、先ほど来申し上げております事業投資、あるいは M&A、

こういったところでの支出が前年対比増加しておりますので、フリーキャッシュフローのところが

大きく支出超過となっております。その一部に関しましては外部から資金調達で手当てを行ってお

りますので、トータルのキャッシュフロー、資金増減といたしましては、マネージャブルな範囲で

着地ができている状況でございます。 

 

続きまして、各事業セグメント別の概況になります。コンテンツ最新事業の業績トレンドでござい

ます。 

こちらは過去 3 期増収増益を達成できておりますけれども、この上半期におきましても増収増益、

YoY での増収増益が達成できている状況になっております。 

営業利益サイド、QoQ で減益になっておりますけれども、こちらは将来に向けたコンテンツの強

化、あるいは新規のユーザーの流入が多かったことに伴うプロモーションコストの増加という形で

の、健全な形でのコストアップによる減益だと理解をしておりますので、特段問題視はしておりま

せん。 
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続きまして、リカーリング収益の源泉となっている課金ユーザーの推移になります。 

YoY で約 40 万、QoQ でも 13 万人のユーザーが増加しておりまして、この第 2 四半期末では 460

万を超えるユーザーにご視聴いただいています。 

 

続きまして、店舗・施設ソリューションの業績推移になります。 
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こちらも、過去 3 カ年増収増益を達成しております。特に前年度の営業利益のところで見ていただ

きますと、改札の需要が強かった期ではございますけれども、今期の上半期はさらにそれを上回る

形の着地ができているというところで、特に店舗ソリューション側が順調に業績を伸ばしておりま

すので、こちらの部分で、YoY で増収増益を図れている状況でございます。 

 

続きまして、店舗ソリューションの全体の契約件数です。 

こちらは一番下の薄いグレー、音楽配信のところは横ばい傾向で推移をしておりますけれども、今

注力しております DX 系のソリューションをきっちり積み上げられておりますため、全体としての

契約件数を伸ばせていると。これがリカーリング収益の拡大、業績拡大につながっていっている状

況でございます。 
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続きまして、通信・エネルギー事業になります。 

こちらでございますけれども、エネルギー事業が、非常にこの第 2 四半期堅調でございました。特

に冬場というシーズナビリティで、季節性でかなり消費電力量が増加したこともございまして、エ

ネルギー事業の成長が非常に大きかったと。その結果として、通信・エネルギー事業全体といたし

ましても、クォーターベース、3 カ月間損益で過去最高の業績を更新できている状況でございま

す。 

YoY で申し上げますと、容量拠出金、先ほど申し上げた容量拠出金の負担の部分がございますの

で、減益の見え方になっておりますけれども、QoQ は大幅な増益が達成できているというところ

でございます。 
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その中でも大きく業績が動いておりますエネルギー事業のところです。 

こちらは特に営業利益サイドのほうを見ていただきますと、前年度の上半期に関しましては、容量

拠出金の負担がない状態で、下半期から容量拠出金の負担が発生している状況でございます。 

上半期の YoY の比較をいたしますと、やはり容量拠出金の負担が大きくなっていることから、減

益という見え方になっておりますけれども、今年 4 月、いわゆる私どもの第 3 四半期から、この容

量拠出金の価格改定が行われる形になります。ですので、この価格改定による一定程度コスト負担

が低減するというところが確実といいますか、発生しておりますので、そこの部分も踏まえて通期

ベースで増益を狙っていきたいと考えております。 
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エネルギー事業の契約件数になります。 

こちらは高圧帯、低圧帯ともに順調に契約件数を積み上げられてきておりまして、これがエネルギ

ー事業の全体としてのトップラインの増加および増益基調につながっていっているというところで

ございます。 
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金融・不動産・グローバルのところでございます。 

トップライン、営業利益ともに YoY で増収増益を達成できております。第 1 四半期からもともと

このビジネスの中に取り込んでおりました不動産向けの通信ビジネス、あるいは家賃保証ビジネ

ス、あるいは商業ビル運営に関しましては、YoY、QoQ で着実に増収増益を達成できております。 

新たな取り込み項目といたしましては、第 2 四半期の 3 カ月間における 2 カ月間取り込んでおり

ますけれども、今回、M&A で新たに取り込みましたキャッシュレス関連の子会社、この損益をこ

の第 2 四半期より取り込みの開始をしております。ですので、ここの部分がトップラインの増加に

大きく寄与している状況でございます。こちらも詳細は後段ご説明させていただければと思いま

す。 

以上、私から簡単ではございますけれども、業績のハイライトという形でご報告させていただきま

す。ありがとうございました。 

 

宇野：皆様、貴重なお時間を頂戴しておりまして、誠にありがとうございます。続きまして、私か

ら、直近の事業に関するトピックスについて、少しご説明をさせていただきます。 

まず、コンテンツ配信事業でございます。先ほど、順調に会員数を伸ばすことができておるという

話をさせていただきました。これは GEM Partners さんという調査機関のものを出させていただい

ておりますが、他の事業者に比べて私たちが一人勝ちに近い構成になってきております。 
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Netflix が今、国内ナンバーワンとなっておりますが、わずかあと 4 ポイントのところまで迫って

きているということでございます。 

当然顧客が拡大していきますと収益が増えて、よりそのコンテンツの調達力が増していくと。この

好循環が起こっているものですから、このトレンドは当面続いていけるんだろうと思っておりま

す。 

 

その流れの中で、コンテンツ配信の一つの目玉、直近、いわゆるスポーツ系のコンテンツの拡充に

力を入れていっております。 

いわゆるエンタメ系とコンテンツ系、これをスポーツ系と 2 軸にしながら、ハイブリッドのプラッ

トフォームとして、より進化をしていこうということで行っております。その一つ大きな要素とし

て、海外の男子メジャー全 4 大会、そして国内の人気のある女子ツアーの独占配信権を取得するこ

とに成功しております。 

海外メジャーの全大会の単一プラットフォーム配信は史上初でありまして、これらについては、サ

ッカーパックとかとは違いまして、見放題コンテンツの中で配信をしております。結果、ゴルフフ

ァンの方の比較的シニアの方を中心にした顧客の獲得に成功しております。チャーンレートの低

い、長い間ご契約いただけるユーザーさんが獲得できているとご報告させていただければと思いま

す。 
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続きまして、今準備をしているサービスについて少し説明をさせていただきます。 

私どもは、もともと母体が USEN ということもあり、音楽領域に強いというのも私たちの特徴で

あります。それを活かして、音楽レコードメーカーさん、またその他の方々の関係者さんのご協力

もいただきながら、音楽のサブスクサービスを開始するべく準備をしております。 

映像配信の会社でございますので、単純に音楽を聴けるというだけではなくて、ほぼその映像付き

の形で、ミュージックビデオ、その他の映像も見られる形での音楽サブスクのものも提供していこ

うと考えております。 

これによって、現在いわゆる映像サブスクのサービスと、Spotify やその他の音楽配信の二つを契

約されていた方々が、1 契約で映像も音楽も楽しめると、こういうサービスに進化することになり

ますので、より加入者の獲得、もしくはチャーンレートの低下に大きく寄与していくのではないか

と思っております。 
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続きまして、店舗・施設ソリューションからでございます。 

先ほど西本からも少し触れていましたが、この間、自社のレジの開発を NTT データさんとともに

行ってまいりました。 

今まで提供していたものが、OEM 供給の形でやっていたものですから、なかなか私たちの顧客に

対して、直接的なご要望に対応することが、非常にスピードが十分ではなかったということ、もし

くはできないことの制限が多かったことから、それによる失注うんぬんもかなりございました。で

あればということで、ここ数年かけて最新の私どもが自信を持って提供する、自社のレジサービス

を提供することができるようになりました。 

特徴としましては、今急激に増えているインバウンドの対応、これはお客様から見ても、いわゆる

モバイルオーダーの形で、もしくはタブレットからのオーダー、これは多言語化しているというの

は他も同じでありますが。いわゆる外国人従業員の方が増えていることもありまして、店側のスタ

ッフの方も多言語対応でこれを操作ができる機能も持っております。 

それの他、かなりその機能拡張の自由度が高く展開していけるということで、今までは個店さんの

ところしか対応ができなかったのですが、いわゆるチェーン店さんにも提供が可能になってきたと

いうことになります。NTT データさんの信用性も、そういったチェーン店さんとかには非常に好

評をいただいておるということでございます。 
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続きまして、通信・エネルギーでございます。 

こちらはアライアンスを今いろいろ拡充しておりまして、また他社さんの顧客に電力もしくは通信

サービスをご提供するということを行っております。 

一つ例を挙げますと、メルカリさんです。メルカリさんのところでインターネット、もしくは電気

をご契約いただけると、ポイントを付与するというキャンペーンを走らせていただきました。また

JAL さん、もしくはマネーフォワードさんとも同じような連携をさせていて、それ以外の会社さん

も随時これを広げていこうという動きをさせていただいております。 
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続きまして、金融・不動産・グローバルのところのトピックスでございます。 

店舗さん、出店希望者の方に、その店舗情報をマッチングするテナリードというマッチングサービ

スを開始させていただきました。これは出店希望者さんが自分で探すわけではなくて、希望条件を

入れていきますと、不動産会社さんから適した情報を提供させていただくというスタイルのもので

あります。 

いわゆる一般的に出回っているサイトと違いますのは、既に完全にオープンになっているものでは

なく、これから空室、空きテナント化していくような情報も個別のものであればご提供できるとい

うことになっていきますので、出店希望者さんからすると、いわゆる出回り情報ではない最新の優

良な情報を得られることができるというものであります。 

私たちとしましては、なるべく開業の早期にオーナーさんと会うことができることによって、複数

のグループ商材をご提供することができると、そういう強みになってこようかと考えております。 
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続きまして、もう一つです。 

これも先ほど西本からも出ました、ネットムーブ社、もともと住信 SBI 銀行さんでやっていました

アクワイアリングの事業会社でございます。私たちはもともとこのキャッシュレス事業につきまし

ては、他のアクワイアリング事業者さんから取り次ぎのような形で受けて、お店側の開拓ならびに

機器の設置等々をやってきたわけでございます。 

どうしても、審査に時間がかかってしまうということであったりですとか、個別の両立条件等々、

柔軟に設定していくことであったり、そういうことが十分にできていなかった部分が獲得のチャン

スを逃していたということもありまして、この金融決済事業、まだまだ日本はキャッシュレス事業

を、ご存じのとおりまだ遅れておりますので、白地の余地を広げるべく、完全垂直統合して、迅速

に対応していこうということで、グループ化をさせていただきました。 

結果、もともとネットムーブ社さんが持っていた部分もございまして、GMV については、いきな

りこういう形で、1,640 億円と急激に大きくなっております。 

一方で、ここに力を入れていこうということで、USEN PAY という営業会社を新しく設立いたし

まして、マーケティングを急加速しております。それによるいったんの営業マイナスが少し出てい

るのと、当該会社ののれんの償却費が出ますので、少し赤字を掘ることにはなりますが、これは

GMV が上がっていくことによってプラスに転じていきます。これは近いうちにそのトレンドにな

ってご報告できるものと思っております。 
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以上、私から直近の事業トピックスを申し上げさせていただきました。後に皆さんからご質問を賜

れればと思います。どうぞよろしくお願いします。 
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質疑応答 

 

司会 [M]：それでは、質疑応答に入らせていただきます。 

既にいくつかご質問を頂戴しておりますので、読み上げさせていただきます。 

質問者 [Q]：時期や規模についてのコメントは不要ですが、御社の非オーガニック成長施策とし

て、どのような施策が可能性としてあり得るのでしょうか。もし方向性についてヒントをいただけ

るようであれば、今後の非オーガニック成長施策についてご示唆をいただけますと幸いです。 

宇野 [A]：非オーガニック施策ということで言うと、一番現実的なことは、やはり M&A であると

思っております。私たちがやっている事業領域に隣接するような事業会社さんですね。これは常に

私たちも、そういったいわゆるロングリストみたいなところの中から、その可能性を探っておりま

して、それによって私たちの顧客拡大につながる、もしくは私たちの顧客に対する、提供できる商

品が広がるということであったり。 

また、コンテンツ配信の領域においては、当然それによって、より優位なポジショニングをつくっ

ていくということができたりですとか、いくつかそういった M&A による非オーガニック、飛躍的

な成長というのは一つの柱として考えております。 

それ以外で言うと、新たなる事業創出ということは当然ながら考えているということと、また私た

ちは基本的には直販営業が主になって、各商品、商材を提供しているのですが。どうしてもそうす

ると、そこの出力に一定の限界があるということもございますので、先ほど触れたような開拓、顧

客を獲得していくためのパートナーづくり、代理店の開拓、そういったことについても積極的に行

っていきたいと考えております。以上です。 

司会 [M]：次のご質問です。 

質問者 [Q]：再保険事業への参入につきまして、中長期のバランスシートへの影響を懸念していま

す。今後の再保険事業の規模の見通しや戦略、バランスシートへの影響をどのようにヘッジしてい

くのか、可能な範囲でお考えをご教示いただけますと幸いです。 

西本 [A]：今回、海外にグループ専属の再保険会社を設立させていただきますけれども、この会社

で、全てのうちのグループの再保険を受けるという形で決めている状況ではございません。ですの

で、私どもが設立、新設する再保険会社から、さらに再々保険として外部の保険会社にリスクを引
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き受けていただくと。そのところで一定程度私どものバランスシートをコントロールしていこうか

なと考えている状況でございます。以上、ご回答申し上げます。 

司会 [M]：次のご質問です。 

質問者 [Q]：先ほどの質問に併せて、今後のバランスシートを活用した事業展開の可能性につい

て、現在のマネジメントの考えをご教示いただけますと幸いです。 

宇野 [A]：不動産の取得であったり、今のようなことであったり、少しバランスシートを使ったビ

ジネスも一定やり始めてはおりますが、あくまでも私たちの事業の柱となる部分というようには考

えておりません。 

どちらかというと、自分たちが現在行っている事業の可能性をより広げていくためであったり、そ

ういうところに資するものについては一定の部分を、バランスシートを使った投資を行っていきた

いと思っております。それ以上のことは考えておりませんので、大きく全社的な方針が変わるもの

ではないとご説明させていただきます。 

司会 [M]：次のご質問です。 

質問者 [Q]：エネルギー事業の個人低圧の顧客件数の獲得が好調に推移している要因につきまし

て、御社のどのような強みが活きているのでしょうか。好調の継続性についても、もしコメントを

いただけるようでしたらお願いいたします。 

宇野 [A]：私たちの一つの強みとしまして、もともと通信事業の時代から、いわゆる通信系代理店

と言われている、全国にある営業代理店会社さん、これを 100 社以上ネットワークするというこ

とを持っております。これらの代理店さんに電力の個人宅営業というのは今かなりお願いして、そ

の成果が出てきているのが足元の状況でございます。 

私たちの強みとしましては、もともとそういう関係値、また代理店を変な形ではなく、きちんと採

算を取れた形でマネジメントしていくという体制、ノウハウがあるというのとともに、私たちは通

信サービスであったり、他の商材も持っておりますので、いわゆる代理店さんからしても U-NEXT

グループの商材をまとめて受託して提供することによって、より代理店さんから見ても効率のいい

ビジネスができる形が取れていると。これが現在の好調な理由だということでご説明させていただ

ければと思います。 

司会 [M]：現在いただいておりますご質問は以上となります。その他、ご質問はございますでしょ

うか。それでは、ご質問もないようですので、以上をもちまして決算説明会を終了させていただき

ます。 
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株主、投資家の皆様におかれましては、引き続きご支援のほど、よろしくお願い申し上げます。 

本日は誠にありがとうございました。 

宇野 [M]：ありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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